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１．はじめに 
 就職活動において、世間体を気にしたり、将来の

ことを深く考えることなく大手企業を第一志望の企

業として選択している人が多い傾向にある。ベンチ

ャー企業に対しての就活意識についてのアンケート

調査（株式会社ディスコ 2020）によると、ベンチャ

ー企業への就活に「とても関心がある」と回答した

割合は「20人に1人（5.1%）」の割合であった。しか

し、ベンチャー企業でしか歩むことができないキャ

リアもある。 

本研究では、ベンチャー企業を選ぶ人と大手・中小

企業を選ぶ人との志向性の違いを明らかにすること

を目的とする。それにあたって、ベンチャー志向の

人と大手志向の人との価値観や仕事・学生生活につ

いての考え方の違いを質問紙調査により調査する。 

 
２．調査 
2.１方法 
調査対象者：千葉工業大学の学生3・4年生と、ベン

チャー企業である株式会社ネクサスエージェントの

内定者を対象として合計31名を対象者とした。 

質問用紙と設問の構成：Google Form を用いて質問紙

を作成した。回答形式は選択式とした。 
はじめは、フェイスシートとして質問の目的や注意

事項、倫理的配慮に関する説明を記載し、性別、年

齢、現状の就職活動状況を答えてもらう設問を記載

した。 

 就職活動の考え方や向き合い方に関する質問は、

全5問構成であり、全ての設問を必須項目として4問

を選択式、1問を自由記述とした。 

 人生に関する価値観に関しての質問は、全4問構成

で2問が選択式、2問が自由記述式とした。 

 これまでの学生生活についてに関する質問は、全5

問構成で全ての問題を選択式とした。 

手続き：調査対象者にはオンラインで個別に回答を

してもらった。 
 調査の概要説明およびリンク情報などをまとめたp

dfファイルを作成し、調査対象者に対して配布す

る。配布はオンライン（LINEやメール等）で行い、

調査対象者は各自のパソコンやスマートフォンなど

を用いてアンケートにアクセスする。 

 回答期間は1週間として、調査対象者の任意の環

境・時間に回答を行うものとした。 

2.２結果 
 調査対象者 31 名からデータが得られた。最もベ

ンチャー企業を選ぶ人とそうではない人での志向性

の違いが現れた質問が「就活観」に対する質問であ

った。図1に結果を示す。【収入さえあればよい】

【自分の夢のために働きたい】【プライドのもてる

仕事をしたい】【出世したい】については、「ベン

チャー」志向と「大手企業」「中小企業」志向の人

達の回答に大きな差が見られた。【出世したい】と

いう項目は、「ベンチャー」志向と「大手企業」

「中小企業」志向の人達とでは、それぞれ1.44点、

1.42点の差が見られた。 

 図１：最も重要視している就活観について 
 
3．おわりに 
 本研究では、ベンチャー企業を選ぶ人と大手・中

小企業を選ぶ人との志向性の違いを明らかにするこ

とを目的とした。調査では、大手企業・中小企業を

選ぶ人とベンチャー企業を選ぶ人との志向性の違い

を「価値観」、「学生生活での過ごし方」の観点か

ら調査した。結果、就活観、将来の夢に対する考え

方に大きな違いが見られることが分かった。 
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